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１．はじめに 

 橋梁などのコンクリート構造物を管理する地方自治体などでは、構造物の点検、診断データを基に、適切な

時期に適切な措置を講じるとともに、その記録を保存するメンテナンスサイクルを有効に機能させて、構造物

の維持管理を進めている。合理的なコンクリート構造物の維持管理を継続していくためには、点検・診断の精

度向上が重要である。現在、多くの自治体では法定点検が 2 巡目に入り、構造物毎、部材種別毎の健全度の変

化や補修効果などの、経年的な健全度の推移分析が精度向上には欠かせない。更に補修、補強の措置が必要な

構造物においては、詳細な点検調査（復元図作成、ひび割れ損傷図の作成、コンクリートの強度試験、中性化

試験、塩化物イオン含有量試験、鉄筋の腐食状態の確認試験など多岐にわたる調査、試験）が実施され、デー

タが蓄積されている。これらの詳細点検データを整理し、分析することは、近接目視が主体の点検による健全

度判定（診断）の精度向上には欠かせない。即ち、コンクリート構造物の主な損傷要因である中性化、塩害、

アルカリ骨材反応などに係る試験結果を分析し、目視点検の結果と比較することにより、健全度判定の精度向

上が期待される。本論文においては、詳細点検データのデータベース化の方針を示し、コンクリート構造物の

主な損傷要因のうち中性化、塩害に関する諸試験の結果を分析し、今後の活用について述べる。 

２．コンクリート構造物の詳細点検データの活用 

 図-1 に定期点検を中心とした維持管理の流れ 1）を示すが、この

中で記録の管理（データベース）には、橋梁諸元データ、点検結

果データ、工事履歴データが含まれる。本論で述べる詳細点検デ

ータは、このデータベースには含まれていない。コンクリート構

造物の点検・調査データ（詳細点検データ）の整理、活用につい

ては、既に土木研究所よりデータベース化に関する検討 2）がなさ

れており、ここでは、それを参考にしつつ、地方自治体（県市町

村）における点検・診断システムと長寿命化計画に合わせた詳細

点検データの活用について考える。 

（1）データベースの構成・データ項目 

 図-1 に示されたデータベース機能（記録の管理）に、詳細点検

データを追加するのがよい。共通する管理項目（構造物名、コー

ド、管理者名、竣工年月、構造種別、部材名、位置情報、交通量

など）については、既存の橋梁諸元データや点検データなどと関

係づけることが可能である。ここで提案する詳細点検データの主な項目は、以下のものである。 

①調査図面（復元図面、ひび割れ展開図、調査箇所図など） 

②コンクリート強度（試験法、推定コンクリート強度、最低設計基準強度など） 

③コンクリートの静弾性係数（試験法、静弾性係数、基準値など） 

④中性化深さ（試験法、最大中性化深さ、鉄筋かぶり、中性化残りなど） 

⑤塩化物イオン含有量（試験法、スライス毎の塩化物イオン含有量、腐食限界塩化物イオン含有量など） 

⑥鉄筋の腐食状態（試験法、鉄筋径、かぶり、腐食グレードなど） 

⑦その他試験（ASR など、※鋼橋の場合は塗膜厚試験や板厚計測や腐食度試験などを追加する） 

⑧写真（損傷状況写真、調査箇所図など） 

⑨調査に基づく部位部材毎の損傷要因と健全度判定などの「診断結果」も、重要なデータである。 

図-1 点検に関する維持管理の流れ 1） 
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 図-2-1～4 詳細点検データの分析例

３．コンクリート構造物の詳細点検データの分析例 

 コンクリート構造物の詳細点検データの分析例として橋梁（RC 橋

（21）、BOX（8）、PC 橋（1）、鋼橋（15：床版含む）など 45 橋）の主

桁、横桁、床版、下部工などにおける前節②、④、⑤、⑥の詳細点検

データについて分析を行った。その主な数量を表-1 に示す。なお、分

析においては経過年との相関を調べるため竣工年が不明な橋梁は除

いてある。また各試験は部位部材別に実施しているため、データ数と

橋梁数とは一致しない。以下にいくつかの分析例を示す。 

（1）コンクリート強度 

 コンクリート部材（主桁、床版など）においてコア法又はリバウンドハ

ンマーにより求められたコンクリート圧縮強度（64 試料）を縦軸に、その

設計基準強度（推定）を横軸にとりプロットした（図-2-1）。補助線とし

て勾配 45 度の直線を引いた。この線より上方にプロットされたコンクリ

ートは設計基準強度を超えることより、ほぼ全ての試料で超えている。 

（2）中性化深さ 

 詳細点検データの中で中性化深さと経過年数の関係（図-2-2）及びコン

クリート強度との関係（図 2-3）について分析した。図-2-2 は、ばらつき

はあるがその包絡線を推定すると y=5.2√ｔが目安として得られた。また、

図-2-3 において、コンクリート強度が増加するに連れて中性化深さが減少

することより、コンクリート強度との相関が高いことが示された。 

（3）塩化物イオン含有量 

 詳細点検データにおいて、塩化物イオン含有量（最大値）と中性化深さ

の関係を整理（図-2-4）した。また塩分の侵入原因として内在塩、飛来塩、

凍結防止剤（推定）に分類した。試料数が少ないため推測となるが、中性

化は概ね経年的に進行しており、塩分濃度の浸透は外的環境（飛来塩分等）

に大きく影響されると言えそうである。 

（4）詳細点検データによる健全度評価 

 詳細点検データ（②～⑥など）は、「非破壊試験を用いたコンクリート

構造物の健全度診断マニュアル（土木研究所）」に従い、その健全度を判

定している。今回は紙面の関係で報告できないが、その判定結果は目視点

検の判定と異なるものが多く、目視点検における健全度判定に活用するた

めには課題があることを示唆している。 

４. まとめと今後の活用 

 詳細点検データの整理・データベース化と、コンクリート構造物の主な

損傷要因である中性化、塩害等に関する試験結果について分析を試みた。

今後はさらに詳細データの相関分析等を進め、データベース化することで、

点検における健全度評価（診断）の精度向上と活用を目指したい。 
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橋種 対象部材 数量

RC橋 主桁、床版など 21橋

BOX 頂版、側壁 8橋

PC橋 主桁 1橋

鋼橋ほか 床版 15橋

※下部工も含む （45橋）

64(試料)

70(試料)

49(試料)

70(試料)

構造物

コンクリート強度調査

中性化深さ調査

塩化物イオン含有量調査

鉄筋の腐食状況調査

詳細調査

表-1 調査構造物の情報 
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